
第 155 回  

2025 年 12 月 13 日 

公益社団法人日本技術士会 ＣＰＤ行事 報告書 

開始日時 2025 年 12 月 13 日（土） １４時００分 

終了日時 2025 年 12 月 13 日（土） １6 時 3０分 

名称 第 155 回 CPD 特許講演会 

主催者 公益社団法人日本技術士会 千葉県支部 

開催場所 千葉商工会議所 12 階研修室 ＋ ＺＯＯＭリモート講演 

行事内容 

1．主催者挨拶 志澤達司支部長 

2．講演者紹介 岡田日貴技術士 

3．講演 「自社の強みを活かして、売上向上 -強みを知財で見える化した

成功例-」 

 講師：田久保 泰夫氏 弁理士/中小企業診断士 

参加人数 会場出席者9名、リモート講演出席者13名、合計、22名 

講演概要：  

知財の特徴の一つには、コンテンツとして長期にわたり価値を保有する継続性がある。米

国 S&P500 構成企業では無形資産が時価総額の 90%を占める一方、日本企業は 30%台

に留まる現状からも、戦略的な知財活用は企業活動において収益に直結することが示唆され

ている。 

本講では、知財を積極的に事業の競争優位性の構築するための経営資源として捉え、 

（１）知財を取り巻く経営環境の変化と近況 

（２）企業経営における知財活用の有効性と事例 

（３）企業強みを知財戦略によって活かすためのポイント 

について具体的な考え方を示しながら、事業の競争環境に応じて①権利化して独占する「勝

負知財」、②他社を牽制する「広告知財」、③あえて公開しない「ノウハウ」を戦略的に使い

分けることの重要性を解説いただいた。 

 

グループワークでは、企業における実際の商品開発プロセスを想定した知財戦略の骨子を作

成・議論し、講師より各案の知財戦略上のポイントや開発プロセスにおける留意点について

講評いただいた。 

 

 

 
 


